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共同通信社編集委員・井田徹治

地域が主役：ゼロカーボンとグリーンリカバリー

深まる気候危機、問われる取り組み

著作権上の問題が生じますので写真などの無断転用・引用はご遠慮ください

２０１４年は歴史上、最も暑い年だった！

暑くなり続ける地球
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暑くなり続ける地球

トップ１０はすべて今世紀に入ってから
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４１０ｐｐｍにまで上昇
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海も暑くなっている！
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科学者の「結論」

★地球は暑くなっている

★温室効果ガスの濃度は増え続けている

★人間が引き起こした「気候変動」が起こっている

↓
★温室効果ガスの排出量を減らさない限り、

この傾向は今後も続く

気候変動の影響はさまざま

★平均気温の上昇

熱波の多発／熱中症

異常な暴風雨・高潮、干ばつ、山火事

★海面の上昇

海水の膨張・氷床の溶解～国土の消滅、高潮

★生物多様性への影響

絶滅種の増加

生態系破壊～サンゴ礁、熱帯林など
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浸食が続くモルディブの海岸

高潮の後の水が引かないモルディブの町中

あまり知られていない温暖化の話

＜海に大きな影響＞

海にも熱波があることが分かってきた

海の酸素が減っていることが分かってきた

海水が酸性化していることが分かってきた

＜個別の事象と関連づけられるようになった

＜このままでは「かなり」大変なことになりそうだ＞

温暖化の悪循環が進んでいる

臨界点があるらしい

取り返しがつかないことになりそうだ
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世界各地の海で、異常な高温が長期間続く「海の熱波」が起こっている

漁業や観光業に大きな打撃

２０１９年１２月

深刻な海の酸素の減少 by  IUCN
表層は高温、中層は低温

海水が混ざりにくくなり酸素が少なくなる
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← 国立環境研究所提供

海洋大気局（ＮＯＡＡ）提供

最新のコンピューター
シミュレーションでは・・・

オーストラリアの山火事も
ヨーロッパの２０１９の熱波も
人間が引き起こした温暖化
の影響だったとされた

個別の事象との関連
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日本でも２０１８年の
熱波の分析結果

人為的温暖化を
考慮しなければ
熱波は起こりえなかった

悪循環の始まり 極域の氷の融解
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臨界点 Tipping point の存在

★変化がある点を超えると

取り返しのつかない現象が起こる

＊南極大陸の氷床の悪循環

＊アマゾンの破壊と乾燥化による森林破壊

＊北極域の氷雪の減少

吸収熱の増加＆地下からの温室効果ガス
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臨界点超過の連鎖

★臨界点を超える現象が連鎖して起こる

「取り返しのつかない現象のドミノ倒し」

★地球の環境は大きく変わり４～６度の上昇も
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「気候の危機」と呼ばれるまでに・・・

★各地で災害が多発

オーストラリア、アマゾンの山火事

日本や欧州の熱波・暴風雨

アフリカの干ばつと豪雨・・・

★南極、グリーンランドの氷床溶解の加速

★海に大きな悪影響

＠多くの科学者の予測を超える規模と速度

＠温暖化との関連を示す科学研究の充実

＠一方で減らない排出量や大気中濃度

地球上には危機があふれている

気候の危機：人為的な地球温暖化

海の危機：温暖化、乱獲、プラスチック汚染・・・・

生物多様性の危機：生態系破壊、種の絶滅

食料危機：温暖化の影響、干ばつ、土地の劣化

＋

コロナ危機：動物由来感染症の危機

人間による地球環境の破壊が原因
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世界最高濃度のマイクロプラスチックを検出

深刻化するプラスチック汚染
温室効果ガスの排出増に

Plastic & Climate: The Hidden Costs of a Plastic Planet by 
Center for International Environmental Law (2019)

In 2019 alone, the production and incineration of plastic 
will add more than 850 million metric tons of greenhouse 
gases to the atmosphere

If plastic production and use grow as currently planned, by 
2030, emissions could reach 1.34 gigatons per year 
By 2050, the production and disposal of plastic could 
generate 56 gigatons of emissions, as much as 14 percent 
of the earth’s entire remaining carbon budget.
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Plastic & Climate: The Hidden Costs of a 
Plastic Planet by Center for International 
Environmental Law (2019)

In 2019 alone, the production and incineration of plastic 
will add more than 850 million metric tons of greenhouse 
gases to the atmosphere

If plastic production and use grow as currently planned, by 
2030, emissions could reach 1.34 gigatons per year 
By 2050, the production and disposal of plastic could 
generate 56 gigatons of emissions, as much as 14 percent 
of the earth’s entire remaining carbon budget.
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東南アジアの森
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森林伐採（左上）

パームオイルの開発（右）

鉱物開発（左下）

アフリカ・コンゴ川流域



22

ブラジル北西部

過剰な農耕や放牧、燃料目的の木材の
採取などによって劣化したブラジルの土地

ちょっと前まで人が住んでいた家は放棄された

深刻な土地劣化＆砂漠化



23

塩害で真っ白になった土地

← パキスタン

↓ ウズベキスタン

消えた湖 アラル海（カザフスタン・ウズベキスタン）
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マダガスカル

マダガスカルは、他にはない貴重な
動植物が多数生息する地域

生物多様性のホットスポットの一つ

農地開発による土地の劣化が深刻

既に森林は９０％が消失した

木炭生産のための森林破壊

日本企業も出資している
ニッケル開発などによる
森林破壊が今でも続いている

ニューカレドニア

ニューカレドニアには、他の地域では絶滅
した古いタイプの植物が残る
やはり、生物多様性のホットスポットの一つ

ここでは大規模なニッケル開発が盛ん
日本企業も関与している

鉱山跡地などは放置され、土地の劣化が
深刻化している
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ブラジルのサバンナ 「セラード」

ブラジル中央部のサバンナは
セラードと呼ばれる

ここの生物多様性の
ホットスポットの一つで
珍しい動植物が多く生息している

しかし、今、多くの土地で土砂に流出が深刻化し、使えなくなる農地が増えている
もともと雨が少ない土地にわずかにあった森林がなくなったためと入れている
開発の影響で、生物多様性の消失も深刻だとされている
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ブッシュミートハンティング
コンゴ共和国のハンター

生物多様性の危機

コンゴ共和国北部の村のブッシュミート市場
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急増する家畜と肉食の拡大

地球上の哺乳類のバイオマス（生物重量）
６０％が家畜 ３６％が人間 野生生物はたった４％

コロナ危機と気候危機は関連している

★温暖化による感染症の拡大
地球上で一番危険は動物は・・・

「蚊」：年間４０万人以上の命を奪うマラリア

デング熱、日本脳炎、西ナイル熱など

年間８３万人が命を落とす

２位は人間による殺人の５８万人

熱帯感染症を媒介する蚊の分布域が拡大する

＋

コウモリなどの哺乳類の分布域が拡大する

新型コロナなどの動物由来感染が増える
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新型コロナ危機と環境破壊

動物由来感染症拡大の背景
森林破壊や生態系破壊

野生動物食の拡大

エキゾティックペット取引の拡大

家畜数と人口の増大

地球温暖化の進行

新型コロナ危機の教訓

Ｑ：「元の世界」に戻っていいのか

↓
・化石燃料に依存：気候危機と大気汚染を内在

・生態系の危機＆動物由来感染症の危機を内在

・ウイルスに格好の「えさ場」を提供

・都市部への過剰な集中と劣悪な生活・労働環境

・貧困と格差の拡大

↓
答えはノー！

BaU is not the option!
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新型コロナ危機の教訓

国連開発計画（ＵＮＤＰ）のシュタイナー総裁

そのうち社会や経済は動き始めるだろう。

危険なのは、それが「元に戻る」ことだ。

「元」とは、気候危機に陥った世界であり、不平等が
まん延し、経済全体が不安定な石油価格に縛られ、
毎年７００万人が大気汚染で命を落としている状態で
あるからだ。

各国政府は、このパンデミックからの社会的、経済
的復興に税金をどう投入するかを決める際、大きな
選択を迫られる。今こそ、物事を正すための一世一
代のチャンスだ。

＜グリーンリカバリー／Build Back Better へ！＞

動き出したグリーンリカバリー

欧州連合（ＥＵ）欧州委員会の動き

・「欧州グリーンディール」を経済復興の中心

とするべきだとの閣僚有志による声明

フランス、ドイツ、イタリアなど約２０カ国

・欧州委員会のフォン・デアライエン欧州委員長

中期予算の柱にグリーンリカバリーを

２０５０年排出ゼロを目指した成長戦略をつくる
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動き出したグリーンリカバリー

フランス政府

エールフランスに７０億€の融資の条件
２０２４年までにＴＧＶと競合する近距離路線廃止

国内線の排出量半減・２％を再生可能燃料に

オーストリア政府

オーストリア航空支援に排出削減目標強化を

カナダ政府

産業界支援の条件に気候変動関連の情報開示

ドイツ政府

Package for the Futureでグリーン投資の拡大

動き出したグリーンリカバリー

・欧州議会と民間企業

European alliance for a Green Recovery 結成
グリーンな復興支援パッケージの確立と実施を

呼び掛け。IKEA, H&M, ユニリーバなどのＣＥＯ
が署名・機関投資家も参加 （４／１４）

・The Investor Agenda の声明（５／４）
機関投資家1200団体3500兆円、政府に対し新型
コロナ経済復興で気候変動緩和考慮を要請
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動き出したグリーンリカバリー

・VIVID ECONOMICS などの分析
Green Stimulus Index による各国政策の評価
まだまだ低い環境関連投資

３０％にとどまる

リーマンショック後は

１５％だったとされる

各国の政策に一貫性

がない

（＋）と（－）が混在

日本は動いているか？

答えは・・・・Ｎｏ

巨額の復興投資

米国に次ぐ２位

少ないグリーンリカバリー投資

再生可能エネルギー開発がごく一部

ネガティブとみられるものが多い
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https://www.vivideconomics.com/wp-
content/uploads/2020/07/GreenStimulusIndex14July.pdf



33

ロイター １１／１９

遅れる日本のグリーンリカバリー

日本のグリーンリカバリーの議論は少ない

炭素税などの議論も皆無

逆に「Ｇｏ Ｔｏ トラベル キャンペーン」？

航空燃料減税？

企業中心で弱者救済の視点が少ない

しかも赤字国債

このままでは次世代に財政的な負債と

環境負債という二重の負債を残すことになる

★これは二重の不正義！
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グリーンリカバリーへの視点

多面的な危機に直面

危機の連関・悪循環が進んでいる

・温暖化が生物多様性の消失を加速

・多様性の消失：適応力の低下、食料危機

排出増加にも

・森林破壊や土地の劣化が排出増に

・漁業資源の減少が肉食を増やす

・プラスチックの大量消費が排出増に

などなど

グリーンリカバリーへの視点

多面的な危機に直面

危機の連関・悪循環が進んでいる

↓
逆転させればwin／winが可能に・・・
地域エネルギー地産地消

地域資源活用のプラスチック代替品

ごみ処理コストの削減・水道事業の拡大

生態系を利用した適応と防災

地産地消でフードマイレージの削減

などなど
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気候危機＋ポストコロナの時代に

＠「集中から分散へ」

エネルギー、人口、消費、食糧生産、ごみ処理・・・

＠「効率」から「レジリエンス」に

工場型の食糧生産でいいか？

＠自然と共生する社会

コロナの蔓延は自然破壊

温暖化への「適応策」に自然を使う

新たな農林水産業の姿

感染症のリスクも減らせる

↓
★主役は「非国家主体」

真の「地方の時代」の実現を

広がり深化する地域エネルギー

市民出資の発電所 ０円ソーラー
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はやりのワーケーション

送電網の取得も視野に

ＥＶのシェアリング
＆

ＥＭＳに活用
＆

災害時にも対応

グリーンリカバリーへの視点
根本的・総合的な変革が急務

＜地方自治体＞求められる独自の行動

・遅くとも２０５０年までのカーボンフリー

地域エネルギーがカギに

・プラスチック焼却もやめないと・・・

自治体の負担は増える一方

・地域資源活用の機会

木材や竹：プラ代替＆エネルギー
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グリーンリカバリーへの視点
根本的・総合的な変革が急務

＜地方自治体＞求められる独自の行動

・公営水道事業の再生

・生物多様性の第二の危機

里山の荒廃：多様性の消失

獣害、死傷事故、動物由来感染症の懸念

自然への働きかけの縮小による危機の解決

★資本の域外流出から域内流通に

★真の地方再生の機会に

最後に・・・
われわれはどんな時代に生きているか？
気候危機＋生物多様性の危機＋絶滅の危機
＋プラスチック危機、食料危機・・・・
＋ポストコロナの時代に・・・

↓
求められているのは「Transformative な change」
「改革」でなく「根本的変革」
食と農のシステム、エネルギーシステム、生産と消費のシステム

限られた時間の中でそれが実現できるか？

リカバリーのグリーン化がカギを握る

今後、１０～２０年が将来を決める
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求められるのは根本的変革

根本的変革をするためのもの！

ご静聴ありがとうございました

ご質問・ご意見は
E-mail :tetsujiida@gmail.com まで


